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.
◊
慶
應
義
塾
経
済
学
会
会
則

第

一

条

本

会

は

慶

應

義

塾

経

済

学

会(
T
h
e

 

K
e
i
o

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

s
o
c
i
e
t
y)

と
称 

す
る
*

第
二
条
本
会
は
経
済
学
の
研
究
及
び
そ
の
奨
励
、
並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
を 

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
窜
業
を
行
な
ぅ
。

一
研
究
会
の
開
催

ニ

機

関

誌

.「

三
田
学
会
雑
誌」
及
び
そ
の
他
研
究
成
果
の
刊
行 

三

講

演

会

、
資
料
展
覧
会
の
開
催 

四
他
の
学
会
及
び
諸
団
体
と
の
連
絡

五
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
事
梁 

第
四
条
本
会
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
及
び
商
学
部
所
厲
専
任
者
の
ぅ
ち
経
.

済
学
を
専
攻
す
る
者
を
以
て
組
織
す
る
。

第

五

条

本

会

に

左

の

役

員

を

置

く
。

.

.

一

会

長
 

一

名
 

ニ

顧

問
 

若

干

名

，
'

三

委

員
 

若
干
名 

四

監

斯
 

ニ

名
 

第
六
条
会
長
は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
長
と
す
る
。
顧
問
は
会
長
が
依
嘱
す 

.

る
。
委
員
及
び
監
琪
は
総
会
に
於
て
会
員
の
互
選
に
ょ
っ
て
定
め
る
。

第
七
条
会
長
は
木
会
を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る
。
顧
問
は
会
長
の
諮
問
に
応

七

四

(

六
七
〇)

ず
る
。
委
員
は
委
員
会
を
組
織
し
会
務
を
執
行
す
る
。
監
事
は
会
計
を 

•

監
査
す
る
。

第
.八

条

委

員

及

び

監

事

の
.任
期
は
ニ
年
と
す
る
。
但
し
再
選
を
妨
げ
な
い
。

第

九

条

会

長

は

年

一

回

総

会

を

招

集

す

る

。
但
し
必
要
に
応
じ
臨
時
総
会
を
招 

集
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

第

十

条

、
会
員
ば
機
関
誌n

ニ
田
学
会
雑
誌」

及
び
其
の
他
本
会
刊
行
物
の
配
布 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

本
会
の
経
費
は
賛
助
金
、
補
助
金
及
び
其
の
他
の
収
入
を
以
て
之
に
充 

て
る
。

. 

.

.
!

第
士
一
条
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
ょ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
す 

る
。

第
十
三
条
本
会
会
則
の
変
更
は
総
会
の
決
議
に
ょ
る
。

第
十
四
条
本
会
の
事
務
所
は
慶
應
義
塾
経
済
学
部
研
究
室
内
に
匱
く
。

経
済
学
会
委
員(

昭
和
四
一
一
.
四
改
選)

会

長

伊

東

岱

吉
 

委

員

長

遊

部

久

蔵

■

委
員
中
鉢
正
美
宇
尾
野
久
富
田
蜇
夫
中
村
勝
己 

矢
内
原
勝
尾
崎
巌
大
島
通
義
常
盤
絢
子 

北
原
勇
高
山
隆
三
野
地
洋
行
高
橋
潤
ニ
郎 

大
山
道
広
川
又
邦
雄
松
村
高
夫 

監
事
高
木
寿
一
千
種
義
人

経
済
学
会
報
告

(

昭
和
四
十
一
年
度

)

昭和四十一年 

五
月
十
九

C
I

 

六

月

ニ
：！：

六
月
十
六

H
I

徳
il
l

時
代
の
人
口
推
計

速

水

融

商
品
生
產
に
お
け
る
技
術
変
化
と
規

模
の
経
済 

尾

崎

巌

抖
会
学
の
動
向
と
そ
の
課

題

_

実 

証
性
の
問
題——

 

.

青

沼

吉

松

六

月

三

十

日

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

労

働

運

動

：の

理

_ 

、

論
に
つ
い
.て 

小

松

隆

.
ニ

九

月

二

十

二

日

大

恐

慌

期

の

ド

イ

ツ

財

政

分

析

の
一

視
角
，
 

V

大

島

：
，通

-
輯

十

月

六

日

第

一

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
と
マ
ル 

.

ク
ス
主
義

十
月
二
十
日
ヒ
ル
フ
ア
ー

デ
ィ
ン

グの独占分析 

.
を
め
ぐ
っ
て

士

一

月

一

日
 

十

二

月

十

五

日

国
際
協
力
の
経
済
学

ル
ソー

社
会
契
約
論
の
理
論
構
造
と 

資
本
主
義

昭
和
四
十
ニ
年 

ブ

月

十

九

日
 

ニ

月

ニ

一
 

日

中
近
東
諸
国
の
経
済
事
情 

ケ
イ
ン
ズ
型
成
長
理
論
の
一
モ
デ
ル

飯

田

鼎

大 飯福 千

山 田

道 裕  

広 康

野

地

洋

行

岡 種  

正 義  

夫 人

七

五

(

六
七
一)


